


大阪市立小学校（26.5）

小学校は地域社会にとっては必要不可欠な「公共施

設」です。生涯学習だったり、少年野球であったり、

休日や夜間にグランドや空き教室、講堂などを利用さ

せてもらっています。

しかし大阪市では各学年の教室にはようやく空調機

が設置されましたが、特別教室や講堂にはなかなか設

置されませんでした。私の校下では毎年９月に「敬老

会」を小学校講堂で盛大に実施しています。

近年９月半ばでも猛暑が続き、35℃などざらです。

そんな中、高齢者のみなさんに無理して来ないよう

に、と案内するとともに、病院とも連携して熱中症対

策をあれこれと取ってひやひやして臨んでいます。

ところがそんな蒸し

風呂のような講堂に

300人を超える人たち

が集まって中学校吹奏

楽やら民謡や踊りを拍

手喝采で楽しんでくれ

ました。主催者の方がびっくり、“団塊の世代”は強

い、というべきか……。この小学校にも今夏、ようや

く空調設備が整うことになったようで、ほっとしてい

ます。

� （文・絵　内山進）
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［　特　集　］

公共施設等総合管理計画 
─自治体の対応と課題

「公共施設の老朽化」「人口減少」「厳しい地方財政見通し」。2014年、政府主導で「公共施設
等総合管理計画」（以下「計画」とする）策定が進められて10年あまり。今、全国の自治体で
は、「公共施設のあり方の見直し」「統廃合を含む総量削減」「民間委託の推進」などが計画さ
れ、実行されています。

公共施設は、もともと住民の願いに応えて作られたもの。施設の老朽化や人口減少などの状
況変化によって、内容や規模、運営形態などを見直すことは必要だとしても、住民の声や利用
実態、その施設の公共性などについて、自治体当局と議会はもちろん、住民との間で徹底した
議論が行われなければなりません。

特集の冒頭、角田論文では、「計画」の狙いを明らかにした上で、自治体での「計画」の実態
と、それを進める姿勢が問われる一方で、住民の側にも自治力や提案力が求められることを指
摘しています。

続く横溝報告では、筆者が生活する四條畷市の「計画」では、市民の願いや利用実態が取り
入れられたものとなっておらず、首長の交代などで「計画」の進行が強まると人口流出が増え
るなど、問題点が露呈するなか、住民の中での学習なども行い、市の「計画」を変更させる取
り組みが述べられています。

また、この運動の過程の中で、府内市町村の「計画」策定状況を一覧表にしたうえで、その
特徴を整理しています。

熊取町ではこの「計画」策定に関わって、その実態を取材させていただきました。政府が次々
に打ち出す補助金や起債などの財政措置に対し主体的に活用する上での知恵を絞るとともに、
住民による利用実態を踏まえた計画を進める上で、自治体職員の重要性があきらかとなってい
ます。

特集の最後、森論文では、自治体の基本的な役割を押さえた上で、「予算」と当該施設の「社
会的価値」の双方を見極めた議論が求められるとした上で、その具体的事例として、新潟県上
越市、静岡県浜松市、三重県名張市での実際の対応について述べています。

ともすれば公共施設の統廃合などに関わって、その根拠や実態、住民生活への影響を十分考
慮した議論が後景に追いやられ、「賛成か反対か」の政治的議論に終始しがちな状況を踏まえ、
改めて「予算」と「社会的価値」に関する幅広い、厳しい議論が行われるべきとの問題提起が
行われています。



総
務
省
は
２
０
１
４
年
４
月
、
各
自
治
体
に

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
以
下
、
計
画
）

を
策
定
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨

は
、
端
的
に
言
え
ば
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
自
治
体
独
自
の
個

別
、
限
定
的
な
取
り
組
み
で
は
な
く
、
中
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
て
全
面
的
に
見
直
し
、
施
設

の
総
量
削
減
、
再
編
整
備
・
統
廃
合
、
経
費
抑

制
を
国
主
導
で
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。
す

で
に
基
本
計
画
は
全
て
の
自
治
体
で
策
定
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
こ
の
計
画
の

狙
い
、
現
況
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Ⅰ　
計
画
策
定
の
背
景
と
ね
ら
い

こ
の
計
画
の
策
定
を
要
請
し
た
２
０
１
４
年

は
、
ま
さ
に
「
自
治
体
消
滅
論
」
が
シ
ョ
ッ
ク

ド
ク
ト
リ
ン
的
な
手
法
で
提
起
さ
れ
、
新
た
な

自
治
体
再
編
と
地
方
創
生
施
策
が
動
き
出
し
た

年
で
す
。
そ
し
て
２
０
１
８
年
に
は
「
人
口
縮

減
時
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
転
換
が
必
要
」
と

し
て
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
が
提
唱
さ

れ
、
人
口
の
大
幅
減
少
、
資
源
制
約
を
前
提
に

自
治
体
の
徹
底
し
た
ス
リ
ム
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
職
員
削
減
、
公
務
の
外
部
化
と
公
共
私
の

連
携
、
圏
域
行
政
の
推
進
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
地
方
制
度
調
査
会
で
も

審
議
、
具
現
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
地

方
分
権
か
ら
中
央
集
権
化
、
地
方
自
治
か
ら
地

方
統
治
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
る
政
府
の
自
治

体
戦
略
が
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設
の
統
廃
合
・

再
編
は
そ
の
一
環
で
あ
り
、
重
点
施
策
の
１
つ

で
す
。

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
背
景
、
主
な
理
由

は
、
次
の
３
点
で
す
。

１
つ
は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
で
、
ど
の
自

治
体
も
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
１
９
７
０
年

代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
施
設
を
集
中
的
に
整

備
し
て
お
り
、
今
後
、
大
規
模
改
修
や
更
新
が

必
要
に
な
り
経
費
が
急
増
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
、
そ
れ
に
伴
い
利

用
需
要
の
変
化
が
生
じ
、
施
設
の
総
量
削
減
と

再
配
置
、
施
設
種
別
の
見
直
し
が
提
起
さ
れ
て

い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
地
方
財
政
の
厳
し
さ
で
す
。
自

治
体
は
人
口
減
少
、
地
域
経
済
の
停
滞
等
に
よ

る
税
収
減
に
加
え
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て
対

策
な
ど
社
会
保
障
経
費
も
急
増
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
経
費
削
減
、行
政
改
革
が
提
起
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ⅱ　
計
画
推
進
の
状
況
と
財
政
措
置

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
総
務
省
は
２

０
１
４
年
に
計
画
策
定
の
要
請
通
知
を
出
し
、

①
所
有
す
る
公
共
施
設
の
現
況
と
将
来
見
通

し
、
②
総
人
口
や
年
代
別
人
口
の
推
移
と
今
後

の
見
通
し
、
③
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
修
繕
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
は
何
か

そ
の
狙
い
と
現
況
、
課
題

特 集

角
田
英
昭

自
治
体
問
題
研
究
所
研
究
員 

神
奈
川
自
治
体
問
題
研
究
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常
任
理
事
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国
は
、
自
治
体
に
お
け
る
公
共
施
設
の
長
寿

命
化
や
耐
震
化
、
統
合
や
廃
止
を
支
援
す
る
と

共
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、
脱
炭
素

化
の
促
進
、
自
治
体
に
お
け
る
保
有
財
産
の
活

用
や
広
域
連
携
、
固
定
資
産
台
帳
の
活
用
や
適

正
な
管
理
体
制
の
構
築
を
促
進
す
べ
く
、「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る

指
針
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
総
務
省
は
市
町
村
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
市
町
村
に
お
け

る
公
共
施
設
総
等
合
管
理
計
画
の
主
た
る
記
載

内
容
等
を
取
り
ま
と
め
る
調
査
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

表
１
（
14
〜
17
頁
参
照
）
は
、
２
０
２
５
年

３
月
31
日
時
点
で
の
大
阪
市
、
堺
市
を
除
く
府

内
41
市
町
村
の
調
査
結
果
を
、
各
市
町
村
の
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
参
照
し
て
若
干
修

正
し
た
表
に
、
２
０
２
３
年
の
社
会
人
口
問
題

研
究
所
（
以
下
「
社
人
研
」
と
い
う
）
の
２
０

５
０
年
の
人
口
推
計
値
（
２
０
２
０
年
を
１
０

０
と
す
る
指
数
）、
国
交
省
が
公
表
し
て
い
る

市
町
村
の
立
地
適
正
化
計
画
作
成
状
況
、
を
加

え
た
も
の
で
す
。

指
針
が
対
象
と
し
て
い
る
公
共
施
設
等
は
、

い
わ
ゆ
る
ハ
コ
モ
ノ
の
他
、
道
路
・
橋
り
ょ
う

等
の
土
木
構
造
物
、
公
営
企
業
の
施
設
（
上
水

道
、
下
水
道
等
）、
プ
ラ
ン
ト
系
施
設
（
廃
棄
物

処
理
場
、
斎
場
、
浄
水
場
、
汚
水
処
理
場
等
）

等
も
含
む
包
括
的
な
概
念
で
す
。
地
方
独
立
行

政
法
人
が
保
有
す
る
施
設
な
ど
、
当
該
地
方
公

共
団
体
が
所
有
し
て
い
な
い
が
、
維
持
管
理
・

更
新
費
等
の
財
政
負
担
を
負
う
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
施
設
も
含
み
ま
す
。 

中
長
期
的
な
経
費
の
見
込
み
は
、
30
年
程
度

以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
普
通
会
計
と
公
営
事

業
会
計
、
建
築
物
と
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
区
分
し

て
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
区
分
に
よ
る
の
か
は
自
治
体
に

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
公
共
施
設
の
床
面
積
は
普
通
会
計
に

属
す
る
公
共
建
築
物
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
更
新
等
の
経
費
の
見
込
み
の
算
定
対
象
で

あ
る
公
共
建
築
物
は
、
一
般
に
イ
ン
フ
ラ
施
設

と
区
分
さ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い

る
の
で
両
者
の
範
囲
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ

ん
。ま

た
、
経
費
を
推
計
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

維
持
管
理
・
修
繕
（
機
能
の
維
持
の
た
め
に
必

要
と
な
る
点
検
・
調
査
、
補
修
、
修
繕
）、
改
修

（
改
修
を
行
っ
た
後
の
効
用
が
当
初
の
効
用
を

上
回
る
も
の
）、
更
新
等
の
経
費
を
区
分
し
て

記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
計
画
期
間
と

一
致
す
る
必
要
は
な
く
、
少
な
く
と
も
10
年
程

度
の
期
間
に
つ
き
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
推
計
に
ソ
フ
ト

を
使
用
し
て
い
る
た
め
か
、
経
費
は
40
年
間
の

平
均
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
を
基
に
、
大
阪
市
と
堺
市
を
除
く
大

阪
府
内
の
41
市
町
村
に
つ
い
て
２
０
２
３
年
に

公
表
さ
れ
た
社
人
研
の
２
０
２
０
年
を
１
０
０

市
町
村
に
お
け
る�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
の
実
態

特 集

横
溝
幸
徳

編
集
委
員
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Ⅰ　

�

２
０
１
６
年
度
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
人
口
増
加
期
に
か
け

て
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
、「
整
備
に
も
維
持
管
理
に
も
費
用
が

か
か
る
公
共
施
設
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の

か
」
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
、
国
土
交
通
省
は
「
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
基
本
計
画
」
を
策
定
、
翌
２
０
１
４

年
に
は
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
指

針
」
を
作
り
、
各
自
治
体
に
同
様
の
総
合
管
理

計
画
の
策
定
と
公
共
施
設
等
の
総
合
的
、
計
画

的
な
管
理
推
進
を
求
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
す

べ
て
の
自
治
体
で
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
は
施
設
の
統
廃
合
や
長
寿
命
化
を
推
進
す

る
こ
と
で
公
共
施
設
の
総
量
を
圧
縮
す
る
こ
と

を
ね
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
財
源
の
問
題

を
は
じ
め
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

今
回
、
編
集
委
員
会
で
は
国
の
制
度
を
活
用

し
て
複
数
の
公
共
施
設
の
更
新
を
進
め
て
い
る

大
阪
府
熊
取
町
を
訪
れ
、
都
市
整
備
部
ま
ち
づ

く
り
計
画
課
の
担
当
者
の
方
に
公
共
施
設
の
管

理
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
で
は
、
都
市
計
画
や

開
発
許
可
、
建
築
確
認
、
町
有
施
設
の
営
繕
を

担
当
し
、
自
治
体
と
し
て
の
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

熊
取
町
で
は
２
０
１
６
年
度
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
（
以
下
、
総
合
管
理
計
画
）
を

策
定
し
、
こ
れ
に
付
随
す
る
個
別
施
設
計
画
を

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
順
次
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
管
理
計
画
に
よ
れ
ば
、
熊
取
町
で
は
学
校

を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施
設
の
更
新
は
２
０
３

０
年
頃
か
ら
本
格
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

橋
梁
や
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
も

改
築
や
更
新
が
必
要
な
時
期
が
到
来
し
つ
つ
あ

る
状
況
で
す
。

中
長
期
的
に
は
様
々
な
公
共
施
設
等
の
更
新

等
に
よ
る
大
き
な
財
政
負
担
が
見
込
ま
れ
、
更

新
や
改
修
等
の
対
象
と
す
べ
き
施
設
の
取
捨
選

択
な
ど
公
共
施
設
等
の
最
適
化
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
や
み
く
も
に
公
共
施
設
の
削
減
が

進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施

設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
法
、
設
置
目
的
が
あ

り
、
利
用
者
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の

建
設
に
あ
た
っ
て
利
用
し
た
国
の
補
助
金
の
ル

ー
ル
な
ど
、
考
慮
す
べ
き
要
素
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

実
際
に
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
管
理
が
行
わ

れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
所
管
部
署
が
作

っ
た
各
施
設
の
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
い
て
公

共
施
設
管
理
を
行
う
の
が
基
本
で
す
。

熊
取
町
の
公
共
施
設
総
合
管
理
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Ⅰ　
自
治
体
の
役
割
の
再
確
認

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
政
策
は
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
大
き
く
進
ん

で
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
口
動

態
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
惰
性
で
行
っ
て
き

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
、

自
治
体
も
地
域
も
疲
弊
し
て
い
く
こ
と
が
避
け

ら
れ
な
い
。

以
下
で
は
、
公
共
施
設
と
自
治
体
財
政
を
め

ぐ
る
原
理
的
な
内
容
を
書
い
て
い
く
。
そ
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
実
際
の
動
き
と
は

齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
表
層
に
あ
ら
わ
れ
た
現
実
の
数

字
等
を
も
っ
て
、
以
下
の
内
容
が
誤
っ
て
い
る

と
断
じ
る
の
は
短
絡
的
な
も
の
で
し
か
な
い
こ

と
に
は
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。
自
治
体
財

政
の
原
理
的
な
仕
組
み
は
現
実
の
中
に
必
ず
組

み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
自
治
体
（
と
く
に
議
会
）
の
役
割

と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
今
更
な
が
ら
感
も
あ

る
と
思
う
が
、
こ
こ
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
今
後

の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
不
可
欠

だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
自
治

体
に
よ
る
公
共
施
設
の
削
減
等
に
関
し
て
、
筆

者
に
は
推
進
側
・
反
対
側
の
い
ず
れ
に
も
熟
慮

さ
れ
た
議
論
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

自
治
体
の
最
も
大
き
な
役
割
は
「
予
算
」
を

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
予
算
の

目
的
は
「
社
会
的
価
値
」
を
実
現
す
る
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
予
算
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
社
会
的
価
値
を
高
め
て
い
き
、
そ
れ
を
毎
年

度
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
を
発
展
さ
せ

て
い
く
、
と
い
う
の
が
自
治
体
の
役
割
に
他
な

ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
は
将
来
に
わ
た
る
自

治
体
の
営
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
も
毎
年

度
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
財
政
運
営
が
持
続
可
能
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
そ
れ
に
連
動
し
て
自

治
体
の
財
政
規
模
も
実
質
的
に
縮
減
す
る
傾
向

に
な
る
。
詳
述
は
で
き
な
い
が
、
自
治
体
財
政

の
大
き
さ
を
決
め
る
一
般
財
源
（
地
方
税
＋
地

方
交
付
税
等
）
の
規
模
は
人
口
数
に
よ
っ
て
定

ま
っ
て
く
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
自
治
体
財
政
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に

は
、
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
予
算
規
模
を
抑
制

し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
財
政
運
営
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

「
予
算
」
が
縮
減
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

そ
れ
を
地
域
の
社
会
的
価
値
が
最
大
に
な
る
よ

う
に
い
か
に
配
分
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
が
現

在
の
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
財
政
運
営
の

イ
ロ
ハ
で
あ
る
。
社
会
的
価
値
を
つ
く
り
だ
し

て
い
る
全
て
の
施
策
に
対
し
て
、
自
ら
が
考
え

る
優
先
順
位
に
基
づ
い
て
予
算
の
配
分
を
決
め

公
共
施
設
政
策
の
見
方

厳
し
い
議
論
の
展
開
を
求
め
て
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